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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　前記第１のセル上でのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために第１の電力およ
び第２のセル上での前記ＳＲＳ送信のために第２の電力を割り振ることと、
　前記割り振られた第１の電力および前記第１のセルのための第１の最大送信電力に基づ
いて、前記ＵＥがシンボル期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決
定すること、ここにおいて、前記第１のセルのための前記第１の最大送信電力は、前記Ｕ
Ｅの前記コンカレント接続のための最大送信電力より小さい、と、
　前記割り振られた第２の電力および前記第２のセルのための第２の最大送信電力に基づ
いて、前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にない
と決定すること、ここにおいて、前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力は、前
記ＵＥの前記コンカレント接続のための前記最大送信電力より小さい、と、
　前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために余剰電力を割り振るかどうかを決定する
こと、ここにおいて、前記余剰電力は、前記第２のセルのために前記割り振られた第２の
電力と前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力との間の電力における差を備え、
前記第１のセルのための電力制限状態を克服するために使用される、と、
　前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する前記電力制限状態にない
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という前記決定に基づいて、前記第２のセル上の前記第２の基地局に前記ＳＲＳを送信す
ることと
　を備え、前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態に
あると決定すること、および前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関す
る電力制限状態にないと決定することは、前記シンボル期間のあいだにチャネル重複があ
るかどうか分析することを含む、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定および前記
前記余剰電力を前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために割り振らないとの前記決定
に基づいて、前記第１のセルのための前記ＳＲＳ送信をドロップすることをさらに備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定および前記
前記余剰電力を前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために割り振らないとの前記決定
に基づいて、前記第１のセルのための前記第１の電力をスケーリングすることをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分であ
ると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分
であるという前記決定に基づいて、前記シンボル期間において前記第１のセル上の前記第
１の基地局にＳＲＳを送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十分で
あると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十
分であるという前記決定に基づいて、前記シンボル期間において前記第１の基地局へのＳ
ＲＳ送信をドロップまたはスケーリングすることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセルは、第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセ
ルは、第２のＴＡＧ中にある、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の基地局は、マスタ基地局であり、前記第２の基地局は、２次基地局である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　前記第１のセル上でのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために第１の電力およ
び前記第２のセル上での前記ＳＲＳ送信のために第２の電力を割り振ることと、
　シンボル期間中の前記第１のセルのための第１のスケジューリングされたＳＲＳ送信と
前記シンボル期間中の前記第２のセルのための第２のスケジューリングされたＳＲＳ送信
とを識別することにより、前記シンボル期間中に前記第１のスケジューリングされたＳＲ
Ｓ送信と前記第２のスケジューリングされたＳＲＳ送信に送信重複が有るかどうか決定す
ることと、
　前記第１のスケジューリングされたＳＲＳ送信または前記第２のスケジューリングされ
たＳＲＳ送信に基づいた前記シンボル期間のあいだ前記第１のセルまたは前記第２のセル
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が電力制限状態にあると、前記割り振られた第１の電力と前記第１のセルのための第１の
最大送信電力とに基づいて、または前記割り振られた第２の電力と前記第２のセルのため
の第２の最大送信電力とに基づいて決定すること、ここにおいて、前記第１のセルのため
の前記第１の最大送信電力は、前記ＵＥの前記コンカレント接続のための最大送信電力よ
り小さく、前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力は、前記ＵＥの前記コンカレ
ント接続のための前記最大送信電力より小さい、と、
　前記ＵＥが前記シンボル期間の間前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて、
前記第１のセルに余剰電力を割り振るかどうか決定すること、ここにおいて、前記余剰電
力は、前記第２のセルのために前記割り振られた第２の電力と前記第２のセルのための前
記第２の最大送信電力との間の電力における差を備え、前記第１のセルのための電力制限
状態を克服するために使用される、と
　を備え、前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態に
あると決定すること、および前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関す
る電力制限状態にないと決定することは、前記シンボル期間のあいだにチャネル重複があ
るかどうか分析することを含む、方法。
【請求項９】
　前記電力制限状態にあるという決定および前記前記余剰電力を前記第１のセルに割り振
らないとの前記決定に基づいて前記ＳＲＳ送信をドロップすることをさらに備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電力制限状態にあるという決定および前記前記余剰電力を前記第１のセルに割り振
らないとの前記決定に基づいて、前記第１のセルのための前記第１の電力と前記第２のセ
ルのための前記第２の電力とをスケーリングすること
　をさらに備え、前記第１のセルのための前記第１の電力および前記第２のセルのための
前記第２の電力は、同じ値だけスケーリングされる、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のセルは、第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセ
ルは、第２のＴＡＧ中にある、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の基地局は、マスタ基地局であり、前記第２の基地局は、２次基地局である、
請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記装置に、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　前記第１のセル上でのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために第１の電力およ
び第２のセル上での前記ＳＲＳ送信のために第２の電力を割り振ることと、
　前記割り振られた第１の電力および前記第１のセルのための第１の最大送信電力に基づ
いて、前記ＵＥがシンボル期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決
定すること、ここにおいて、前記第１のセルのための前記第１の最大送信電力は、前記Ｕ
Ｅの前記コンカレント接続のための最大送信電力より小さい、と、
　前記割り振られた第２の電力および前記第２のセルのための第２の最大送信電力に基づ
いて、前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にない
と決定すること、ここにおいて、前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力は、前
記ＵＥの前記コンカレント接続のための前記最大送信電力より小さい、と、
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　前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために余剰電力を割り振るかどうかを決定する
こと、ここにおいて、前記余剰電力は、前記第２のセルのために前記割り振られた第２の
電力と前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力との間の電力における差を備え、
前記第１のセルのための電力制限状態を克服するために使用される、と、
　前記ＵＥが前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する前記電力制限状態にない
という前記決定に基づいて、前記第２のセル上の前記第２の基地局に前記ＳＲＳを送信す
ることと
　を行わせるように前記プロセッサによって実行可能であり、前記ＵＥが前記シンボル期
間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決定すること、および前記ＵＥ
が前記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にないと決定すること
は、前記シンボル期間のあいだにチャネル重複があるかどうか分析することを含む、装置
。
【請求項１４】
　前記命令は、前記装置に、
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定および前記
前記余剰電力を前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために割り振らないとの前記決定
に基づいて、前記第１のセルのためのＳＲＳ送信をドロップすること
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記命令は、前記装置に、
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定および前記
前記余剰電力を前記第１のセル上での前記ＳＲＳ送信のために割り振らないとの前記決定
に基づいて、前記第１のセルのための前記第１の電力をスケーリングすること
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分であ
ると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分
であるという前記決定に基づいて、前記シンボル期間において前記第１のセル上の前記第
１の基地局にＳＲＳを送信することと
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記命令は、前記装置に、
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十分で
あると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十
分であるという前記決定に基づいて、前記シンボル期間において前記第１の基地局へのＳ
ＲＳ送信をドロップまたはスケーリングすることと
　を行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項１３に記載の
装置。
【請求項１８】
　前記第１のセルは、第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセ
ルは、第２のＴＡＧ中にある、
　請求項１３に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１の基地局は、マスタ基地局であり、前記第２の基地局は、２次基地局である、
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　請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと
　前記メモリに記憶された命令と
　を備え、前記命令は、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　前記第１のセル上でのサウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために第１の電力およ
び前記第２のセル上での前記ＳＲＳ送信のために第２の電力を割り振ることと、
　シンボル期間中の前記第１のセルのための第１のスケジューリングされたＳＲＳ送信と
前記シンボル期間中の前記第２のセルのための第２のスケジューリングされたＳＲＳ送信
とを識別することにより、前記シンボル期間中に前記第１のスケジューリングされたＳＲ
Ｓ送信と前記第２のスケジューリングされたＳＲＳ送信に送信重複が有るかどうか決定す
ることと、
　前記第１のスケジューリングされたＳＲＳ送信または前記第２のスケジューリングされ
たＳＲＳ送信に基づいた前記シンボル期間のあいだ前記第１のセルまたは前記第２のセル
が電力制限状態にあると、前記割り振られた第１の電力と前記第１のセルのための第１の
最大送信電力とに基づいて、または前記割り振られた第２の電力と前記第２のセルのため
の第２の最大送信電力とに基づいて決定すること、ここにおいて、前記第１のセルのため
の前記第１の最大送信電力は、前記ＵＥの前記コンカレント接続のための最大送信電力よ
り小さく、前記第２のセルのための前記第２の最大送信電力は、前記ＵＥの前記コンカレ
ント接続のための前記最大送信電力より小さい、と、
　前記ＵＥが前記シンボル期間の間前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて、
前記第１のセルまたは前記第２のセルに余剰電力を割り振るかどうか決定すること、ここ
において、前記余剰電力は、前記第２のセルのために前記割り振られた第２の電力と前記
第２のセルのための前記第２の最大送信電力との間の電力における差を備え、前記第１の
セルのための電力制限状態を克服するために使用される、と
　を行うように前記プロセッサによって実行可能であり、前記ＵＥが前記シンボル期間の
あいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決定すること、および前記ＵＥが前
記シンボル期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にないと決定することは、
前記シンボル期間のあいだにチャネル重複があるかどうか分析することを含む、装置。
【請求項２１】
　前記命令は、
　前記ＵＥが前記電力制限状態にあるという決定および前記前記余剰電力を前記第１のセ
ルに割り振らないとの前記決定に基づいて前記ＳＲＳ送信をドロップすることを行うよう
に前記プロセッサによってさらに実行可能である、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記命令は、
　前記ＵＥが前記電力制限状態にあるという決定および前記前記余剰電力を前記第１のセ
ルに割り振らないとの前記決定に基づいて、前記第１のセルのための前記第１の電力と前
記第２のセルのための前記第２の電力とをスケーリングすることを行うように前記プロセ
ッサによってさらに実行可能であり、前記第１のセルのための前記第１の電力および前記
第２のセルのための前記第２の電力は、同じ値だけスケーリングされる、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のセルは、第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセ
ルは、第２のＴＡＧ中にある、
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　請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１の基地局は、マスタ基地局であり、前記第２の基地局は、２次基地局である、
請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年６月１２日に出
願された、「SRS in Dual Connectivity」と題する、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる米
国特許出願第１４／７３８，６２９号、および２０１４年６月２０日に出願された、「SR
S in Dual Connectivity」と題する、Ｄａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる米国仮特許出願第
６２／０１５，３７９号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、デュアル接続性における
サウンディング基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal）に関する。ワイヤレス
通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロードキャストな
どの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これらのシス
テムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、および電力）を共有す
ることによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであ
り得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、たとえば、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ（登録商標））システムがある。
【０００３】
　[0003]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のモバイルデバイスま
たは他のユーザ機器（ＵＥ）デバイスのための通信を同時にサポートする、いくつかの基
地局を含み得る。基地局は、ダウンストリームリンクおよびアップストリームリンク上で
ＵＥと通信し得る。各基地局は、セルのカバレージエリアと呼ばれることがあるカバレー
ジエリアを有する。ワイヤレス通信システムは、共通基地局からのいくつかのキャリアが
ＵＥをサービスするためにアグリゲートされる、キャリアアグリゲーションをサポートし
得る。さらに、ワイヤレスシステムは、ＵＥが別個のキャリア上の２つの基地局との接続
を同時に維持する、デュアル接続性をサポートし得る。
【０００４】
　[0004]ＵＥは、１つまたは複数のサービング基地局がＵＥからの送信のためにチャネル
状態と信号品質とを推定することを可能にするために、その基地局にサウンディング基準
信号（ＳＲＳ）を送信し得る。場合によっては、ＳＲＳ送信は、ＵＥがキャリア、基地局
、またはＵＥの電力制限を超えないことを保証するために、低減された電力でドロップま
たは送信され得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明する特徴は、一般に、デュアル接続性シナリオにおいてサウンディング基準
信号（ＳＲＳ）を送信するための１つまたは複数の改善されたシステム、方法、および装
置に関する。ユーザ機器（ＵＥ）は、異なる基地局からの異なるセルとのコンカレント接
続を確立し得る。ある時間期間中に、ＵＥは、第１の基地局への送信のために電力制限さ
れるが、第２の基地局への送信のためには電力制限されないことがある。場合によっては
、ＵＥは、次いで、第２の基地局にＳＲＳを送信し、第１の基地局へのＳＲＳ送信の電力
をドロップまたは低減し得る。他の場合には、ＵＥは、余剰電力の量（たとえば、スケジ
ューリングされた送信のための送信電力と電力制限との間の差）が第１の基地局に関して
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ＵＥの電力制限を克服するのに十分であると決定し得る。ＵＥは、次いで、第１の基地局
にＳＲＳを送信するために余剰電力を借用し得る。余剰電力は、第２の基地局のために割
り振られた電力であり得るか、または、それは、場合によっては割り振られていない電力
であり得る。
【０００６】
　[0006]ＵＥにおけるワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、第１の基地局
の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確立することと、
ＵＥが時間期間のあいだ第１のセルに関する電力制限状態にあると決定することと、ＵＥ
が時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にないと決定することと、ＵＥが時
間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に
基づいて、第２のセル上の第２の基地局にＳＲＳを送信することと、を含み得る。
【０００７】
　[0007]ＵＥにおけるワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、第１の
基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確立するた
めの手段と、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセルに関する電力制限状態にあると決定する
ための手段と、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にないと決定す
るための手段と、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にないという
決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の第２の基地局にＳＲＳを送信するた
めの手段と、を含み得る。
【０００８】
　[0008]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み得る。命令は、本装置に、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセ
ルとのコンカレント接続を確立することと、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセルに関する
電力制限状態にあると決定することと、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力
制限状態にないと決定することと、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限
状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の第２の基地局にＳ
ＲＳを送信することと、を行わせるように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【０００９】
　[0009]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体についても説明する。コードは、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の
第２のセルとのコンカレント接続を確立することと、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセル
に関する電力制限状態にあると決定することと、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関
する電力制限状態にないと決定することと、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する
電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の第２の基
地局にＳＲＳを送信することと、を行うように実行可能な命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＵＥが第１のセルに関する電力制限状態にあるという決定に基づいて、第１の
セルのためのＳＲＳ送信をドロップする特徴、それを行うための手段、および／またはそ
れを行うためのプロセッサ実行可能命令をさらに含み得る。いくつかの例は、ＵＥが第１
のセルに関する電力制限状態にあるという決定に基づいて、第１のセルのための送信電力
をスケーリングする特徴、それを行うための手段、および／またはそれを行うためのプロ
セッサ実行可能命令を含む。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＵＥが電力制限状態にあると決定することは、シンボル期間のあいだ重複チ
ャネルを分析すること、ここで、シンボル期間が時間期間を含むかまたは時間期間である
、を含む。いくつかの例は、第１のセルへの割振りのために余剰電力を借用すべきかどう
かを決める特徴、それを行うための手段、またはそれを行うためのプロセッサ実行可能命
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令を含む。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、余剰電力の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに十分であると
決定することと、余剰電力の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに十分で
あるという決定に基づいて、時間期間において第１のセル上の第１の基地局にＳＲＳを送
信することと、を行う特徴、それらを行うための手段、またはそれらを行うためのプロセ
ッサ実行可能命令を含み得る。いくつかの例は、余剰電力の量が第１のセルに関する電力
制限状態を克服するのに不十分であると決定することと、余剰電力の量が第１のセルに関
する電力制限状態を克服するのに不十分であるという決定に基づいて、時間期間において
第１の基地局へのＳＲＳ送信をドロップまたはスケーリングすることと、を行う特徴、そ
れらを行うための手段、あるいはそれらを行うためのプロセッサ実行可能命令を含む。
【００１３】
　[0013]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、余剰電力は、最初に第２の基地局への送信のために指定される。いくつかの
例では、余剰電力は、特定の基地局への送信のために指定されない。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１のセルが第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ：timing adjustment 
group）中にあり、第２のセルが第２のＴＡＧ中にある。いくつかの例では、第１の基地
局がマスタ基地局であり、第２の基地局が２次基地局である。
【００１５】
　[0015]ＵＥにおけるワイヤレス通信のさらなる方法について説明する。本方法は、第１
の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確立する
ことと、時間期間中の第１のセルのための第１のスケジューリングされた送信と時間期間
中の第２のセルのための第２のスケジューリングされた送信とを識別することと、第１の
スケジューリングされた送信または第２のスケジューリングされた送信に少なくとも部分
的に基づいて、第１のセルまたは第２のセルが時間期間のあいだ電力制限状態にあると決
定することと、を含み得る。
【００１６】
　[0016]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は
、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立するための手段と、時間期間中の第１のセルのための第１のスケジューリングされた送
信と時間期間中の第２のセルのための第２のスケジューリングされた送信とを識別するた
めの手段と、第１のスケジューリングされた送信または第２のスケジューリングされた送
信に少なくとも部分的に基づいて、第１のセルまたは第２のセルが時間期間のあいだ電力
制限状態にあると決定するための手段と、を含み得る。
【００１７】
　[0017]ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は
、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを
含み得る。命令は、本装置に、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセ
ルとのコンカレント接続を確立することと、時間期間中の第１のセルのための第１のスケ
ジューリングされた送信と時間期間中の第２のセルのための第２のスケジューリングされ
た送信とを識別することと、第１のスケジューリングされた送信または第２のスケジュー
リングされた送信に少なくとも部分的に基づいて、第１のセルまたは第２のセルが時間期
間のあいだ電力制限状態にあると決定することと、を行わせるように、プロセッサによっ
て実行可能であり得る。
【００１８】
　[0018]説明するＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコードを記憶するさらなる非一時
的コンピュータ可読媒体。コードは、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第
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２のセルとのコンカレント接続を確立することと、時間期間中の第１のセルのための第１
のスケジューリングされた送信と時間期間中の第２のセルのための第２のスケジューリン
グされた送信とを識別することと、第１のスケジューリングされた送信または第２のスケ
ジューリングされた送信に少なくとも部分的に基づいて、第１のセルまたは第２のセルが
時間期間のあいだ電力制限状態にあると決定することと、を行うように実行可能な命令を
含み得る。
【００１９】
　[0019]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、電力制限状態に基づいてＳＲＳ送信をドロップする特徴、それを行うための手
段、またはそれを行うためのプロセッサ実行可能命令をさらに含み得る。いくつかの例は
、電力制限状態に基づいて、第１のセルのための送信電力と第２のセルのための送信電力
とをスケーリングする特徴、それを行うための手段、またはそれを行うためのプロセッサ
実行可能命令、ここで、第１のセルのための送信電力および第２のセルのための送信電力
が同じ値だけスケーリングされる、を含む。
【００２０】
　[0020]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１のセルまたは第２のセルが電力制限状態にあると決定することは、シン
ボル期間のあいだ重複チャネルを分析すること、ここにおいて、シンボル期間が時間期間
を備える、を含む。いくつかの例では、第１のセルが第１のタイミング調整グループ（Ｔ
ＡＧ）中にあり、第２のセルが第２のＴＡＧ中にある。いくつかの例では、第１の基地局
がマスタ基地局であり、第２の基地局が２次基地局である。
【００２１】
　[0021]説明する方法、装置、デバイス、および非一時的コンピュータ可読媒体の適用性
のさらなる範囲は、以下の発明を実施するための形態、特許請求の範囲、および図面から
明らかになろう。当業者には発明を実施するための形態の範囲内の様々な変更および改変
が明らかになるので、発明を実施するための形態および特定の例は、例示として与えられ
るものにすぎない。
【００２２】
　[0022]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素の
間で区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ
第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]本開示による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0024]本開示による、デュアル接続性においてＳＲＳをサポートするワイヤレス
通信システムの一例を示す図。
【図３Ａ】[0025]本開示による、デュアル接続性における同期ＳＲＳタイミングの例示的
な図。
【図３Ｂ】[0026]本開示による、デュアル接続性における非同期ＳＲＳタイミングの例示
的な図。
【図４Ａ】[0027]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法の一例を示すフローチャート。
【図４Ｂ】[0028]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法の一例を示すフローチャート。
【図５】[0029]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信することま
たはそれに優先度を付けることをサポートするデバイスのブロック図。
【図６】[0030]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信することま
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たはそれに優先度を付けることをサポートするデバイスのブロック図。
【図７】[0031]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信することま
たはそれに優先度を付けることをサポートするデバイスのブロック図。
【図８】[0032]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信することま
たはそれに優先度を付けることをサポートするシステムのブロック図。
【図９】[0033]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかまた
はそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート。
【図１０】[0034]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート。
【図１１】[0035]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート。
【図１２】[0036]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート。
【図１３】[0037]本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳを送信するかま
たはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0038]ユーザ機器（ＵＥ）は、２つまたはそれ以上の異なる基地局からの異なるセルと
のコンカレント接続を確立し得る。いくつかの事例では、それらの基地局は、コロケート
されないかまたは理想的でないバックホール接続をもつ基地局であり得る。ある時間期間
中に、ＵＥは、第１の基地局への送信のために電力制限されるが、第２の基地局への送信
のためには電力制限されないことがある。場合によっては、ＵＥは、次いで、第２の基地
局にＳＲＳを送信し、第１の基地局へのＳＲＳ送信の電力をドロップまたは低減し得る。
他の場合には、ＵＥは、余剰電力の量（たとえば、スケジューリングされた送信のための
送信電力と電力制限との間の差）が第１の基地局の電力制限を克服するのに十分であると
決定し得る。ＵＥは、次いで、第１の基地局にＳＲＳを送信するために余剰電力を借用し
得る。
【００２５】
　[0039]デュアル接続性動作は、単一キャリアまたは単一基地局動作と比較して、ＵＥの
ためのより良いモビリティ機能および容量利得を与え得る。しかしながら、単一のキャリ
ア動作または単一の基地局動作に基づいてＳＲＳ送信を送信、ドロップ、またはスケーリ
ングするためのプロセスは、複数の基地局に接続されたＵＥのためには不十分であり得る
。したがって、本開示は、デュアル接続性でＳＲＳを構成するための方法、装置、および
システムについて説明する。
【００２６】
　[0040]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または構成を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明する
要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシージ
ャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法は、説明す
る順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合わせら
れ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わせられ得
る。
【００２７】
　[0041]図１に、本開示による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示す。システム
１００は、基地局１０５と、ユーザ機器ユーザ機器（ＵＥ）１１５としても知られる通信
デバイスと、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な例ではコアネッ
トワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）
の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を介し
てコアネットワーク１３０を用いて制御情報および／またはユーザデータを通信し得る。
いくつかの例では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る
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バックホールリンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得
る。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号、たとえば、１２５－
ａ、１２５－ｂ、および１２５－ｃ）上での動作をサポートし得る。キャリアの特定の組
合せは、ＵＥ１１５が機能する様式を規定し得る。以下で説明するように、ＵＥ１１５は
、異なるセルグループをサポートする基地局１０５によってサービスされ得る。ワイヤレ
ス通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調され得る。各被変調信号は、制御情
報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送
し得る。ワイヤレス通信リンク１２５はまた、ＵＥ１１５から基地局１０５にＳＲＳを送
信するために使用され得る。
【００２８】
　[0042]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。このカバレージエリア１１０は、「セル」として知ら
れる下位領域に分割され得る。また、異なるセルが異なる周波数範囲に関連付けられ得る
。場合によっては、基地局１０５のセルは重複し得る。いくつかの例では、基地局１０５
は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サー
ビスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
ことがある。基地局のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみ
を構成するセクタに分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（た
とえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術の
ための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２９】
　[0043]システム１００は、異なるタイプの基地局が様々な地理的領域にカバレージを与
える、異種ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得
る。たとえば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／また
は他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、概して、比較的大きい
地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、サービスに加入しているＵ
Ｅによるネットワークプロバイダとの無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、概し
て、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダのサー
ビスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェムトセルは、
概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限
アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥによる制限付きアクセスをも与え
得る。
【００３０】
　[0044]コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）
を介して基地局１０５と通信し得る。基地局１０５はまた、たとえば、バックホールリン
ク１３４（たとえば、Ｘ２など）を介してまたはバックホールリンク１３２を介して（た
とえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いに通信し得る。ワ
イヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作
の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は近似的
に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有し
得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技
法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３１】
　[0045]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅは固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者局、モ
バイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加
入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、
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ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な
用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（Ｗ
ＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、
リレーなどと通信することが可能であり得る。場合によっては、ＵＥ１１５は、それらが
システム１００内でアップリンク通信を送信することを許容される最大電力で構成される
。ＵＥ１１５の最大電力制限は、システムオペレータに従って課され得るか、またはＵＥ
１１５の最大電力制限は、ＵＥ１１５の物理的制限を反映し得るか、あるいはその両方で
ある。
【００３２】
　[0046]システム１００に示されている通信リンク１２５は、アップリンク（ＵＬ）キャ
リアを介したＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、またはダウンリンク（ＤＬ）キ
ャリアを介した基地局１０５からＵＥ１１５へのＤＬ送信を含み得る。ダウンリンク送信
は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ば
れることもある。場合によっては、キャリアは、ＵＬ送信とＤＬ送信とのために構成され
得る。追加または代替として、各キャリアは、ＵＥ１１５が送信することを許容される最
大電力値で構成され得る。この最大電力値は、各キャリアについて同じであるかまたは異
なり得る。
【００３３】
　[0047]キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれ
ることもある。「コンポーネントキャリア」という用語は、キャリアアグリゲーション（
ＣＡ）動作においてＵＥによって利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、シ
ステム帯域幅の他の部分とは別個であり得る。たとえば、コンポーネントキャリアは、独
立して、または他のコンポーネントキャリアと組み合わせて利用されることが可能である
比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る。各個々のコンポーネントキャリアは、ＬＴＥ規
格のリリース８またはリリース９に基づいて、たとえば、単一のキャリアと同じ能力を与
え得る。複数のコンポーネントキャリアは、いくつかのＵＥ１１５に、より大きい帯域幅
と、たとえば、より高いデータレートとを与えるために、アグリゲートされるか、または
コンカレントに利用され得る。したがって、個々のコンポーネントキャリアは、レガシー
ＵＥ１１５（たとえば、ＬＴＥリリース８またはリリース９を実装するＵＥ１１５）との
後方互換性があることがあるが、他のＵＥ１１５（たとえば、リリース８／９後のＬＴＥ
バージョンを実装するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモードにおいて複数のコンポーネ
ントキャリアで構成され得る。ＤＬのために使用されるキャリアはＤＬ　ＣＣと呼ばれる
ことがあり、ＵＬのために使用されるキャリアはＵＬ　ＣＣと呼ばれることがある。ＵＥ
１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のＤＬ　ＣＣと１つまたは複数のＵ
Ｌ　ＣＣとで構成され得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、ＣＡ対応ＵＥ１１５は、
複数のキャリアを利用するかまたは複数のキャリアを利用して動作するように構成され得
、非ＣＡ対応ＵＥ１１５は、単一のキャリアを利用して動作し得る。各キャリアは、制御
情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを送
信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して単一の基地局１０
５と通信し得、また、異なるキャリア上で同時に複数の基地局と通信し得る。
【００３４】
　[0048]ＣＣは、各セルがＵＬ　ＣＣとＤＬ　ＣＣとを含み得るような、セルと呼ばれる
こともある。各ＣＣ「ペア」（たとえば、ＵＬ　ＣＣとＤＬ　ＣＣ）は、基地局１０５の
セルであり得る。サービングセルのカバレージエリア１１０は、異なり得る（たとえば、
異なる周波数帯域上のＣＣは、異なる経路損失を経験し得る）。いくつかの例では、ある
キャリアは、ＵＥ１１５のための、１次キャリア、または１次コンポーネントキャリア（
ＰＣＣ）として指定され、それは、たとえば、ＵＬ　ＰＣＣおよびＤＬ　ＰＣＣから構成
される、１次セル（ＰＣｅｌｌ）によってサービスされ得る。１次セルは、ＵＥごとに上
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位レイヤ（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）など）によって半静的に構成され得る
。あるアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、たとえば、物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）上で送信された、肯定応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）、チャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）、およびスケジューリング情報は、１次セルによって搬送され
る。追加のキャリアは、２次セル（ＳＣｅｌｌ）によってサービスされ得る、２次キャリ
ア、または２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として指定され得る。２次セルは、同
様に、ＵＥごとに半静的に構成され得る。場合によっては、２次セルは、１次セルと同じ
制御情報を含まないかまたはそれを送信するように構成されないことがある。
【００３５】
　[0049]場合によっては、ＵＥ１１５は、複数のキャリア（たとえば、通信リンク１２５
－ａおよび１２５－ｂ）を介して単一の基地局１０５と接続され得る。（たとえば、通信
リンク１２５－ｃを含む）他の場合には、ＵＥ１１５は、異なる基地局１０５から複数の
キャリアからデータを送信および受信し得る。バックホールリンク１３４が理想的でない
（たとえば、基地局１０５間の通信においてラグがある）場合、バックホールが理想的で
ある（たとえば、通信ラグが制限されている）ときあるいはＣＣまたはセルが共通の基地
局に関連付けられるときと同様の様式でキャリアアグリゲーションをサポートすることは
困難であることがあるか、またはシステムがそのようにサポートすることが可能でないこ
とがある。理想的でないバックホールリンク１３４を有する２つの基地局１０５とＵＥ１
１５が接続するためのプロシージャは、デュアル接続性プロシージャと呼ばれ得る。デュ
アル接続性動作では、ＵＥは、各基地局について独立してＳＲＳ送信を送信、ドロップ、
またはスケーリングすべきかどうかを決定し得る。他の場合には、ＵＥ１１５は、両方の
基地局１０５への送信に適用されるＳＲＳ構成を選択し得る。
【００３６】
　[0050]図２に、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＵＥ１１５のためのサ
ウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信を送信するかまたはそれに優先度を付けるために構
成されたワイヤレス通信システム２００の一例を示す。システム２００は、図１のシステ
ム１００の態様の一例であり得る。システム２００は、マスタセルグループ（ＭＣＧ：ma
ster cell group）として知られるキャリアのセットに関連付けられ得る基地局１０５－
ａと、２次セルグループ（ＳＣＧ：secondary cell group）として知られるキャリアのセ
ットに関連付けられ得る基地局１０５－ｂとを含む。基地局１０５－ａは、たとえば、Ｌ
ＴＥマクロセルであり得、基地局１０５－ｂは、スモールセル（たとえば、フェムトセル
またはピコセル）であり得る。他の場合には、両方の基地局１０５は、マクロセルであり
得る。基地局１０５の各々は、独立したスケジューラ（図示せず）を有し得、各基地局１
０５は、それぞれのカバレージエリア１１０－ａおよび１１０－ｂを有し得る。ＭＣＧは
、１次セル（たとえば、ＰＣＣ、ＰＣｅｌｌなど）を含む（キャリアグループとも呼ばれ
る）セルグループであり得、ＳＣＧは、ＰＣｅｌｌを含まないが、物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）対応ＳＣｅｌｌ（たとえば、特殊ＳＣｅｌｌまたはＰＳＣｅｌｌ
）で構成され得る、セルグループであり得る。場合によっては、特殊ＳＣｅｌｌが他のＳ
ＣｅｌｌよりもＰＣｅｌｌ同様の下位レイヤ機能を与え得ることを、当業者は認識されよ
う。各グループ内のキャリアのタイミングは、タイミング調整グループ（ＴＡＧ）として
知られる１つまたは複数のグループに従って同期され得る。たとえば、ＭＣＧ内の各キャ
リア（たとえば、キャリア２２５－ａおよび２２５－ｂ）は、同じＴＡＧ中にあり得、Ｓ
ＣＧ内の各キャリア（たとえば、キャリア２２５－ｃおよび２２５－ｄ）は、異なるＴＡ
Ｇ中にあり得る。ＭＣＧのキャリアは、ＳＣＧのキャリアに関して同期されないことがあ
る。共通のＴＡＧ内のキャリアは、共通のアップリンクタイミングまたはタイミングアド
バンス機構、あるいはその両方を共有し得る。
【００３７】
　[0051]基地局１０５－ａ、１０５－ｂは、理想的でないバックホールリンク１３４－ａ
を介して互いと通信していることがある。したがって、接続モードにあるＵＥ１１５－ａ
が、マスタセルグループと２次セルグループの両方からの無線リソースを消費し得るが、
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基地局１０５がそれらの共同セルまたはセルグループ間の同期を維持するという要件はな
いことがある。これは、同期が特定の基地局のセルの間で維持され得るキャリアアグリゲ
ーション動作とは別個であり得る。理想的でないバックホールおよび別個のスケジューラ
の存在は、他の影響をも有し得る。たとえば、理想的でないバックホールは、ＭＣＧ（た
とえば、基地局１０５－ａに関連するキャリア）のセルとＳＣＧ（たとえば、基地局１０
５－ｂに関連するキャリア）のセルとのための異なるＲＲＣ構成の使用を生じ得る。理想
的でないバックホールはまた、（たとえば、両方の基地局１０５についてＵＥに制御情報
またはスケジューリング情報を与えることによって）デュアル接続性ＵＥ１１５－ａをサ
ービスする別の基地局１０５の動作に適応するために、デュアル接続性ＵＥ１１５－ａを
サービスするある基地局１０５の能力に影響を及ぼし得る。
【００３８】
　[0052]したがって、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５－ａなどの第１の基地局の少なく
とも第１のセル（たとえば、キャリア２２５－ａ）、および基地局１０５－ｂなどの第２
の基地局の第２のセル（たとえば、キャリア２２５－ｃ）とのコンカレント接続を確立し
得る。ＵＥ１１５－ａは、時間期間のあいだ第１のセルに関する電力制限状態にあり得る
。ＵＥ１１５－ａは、時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にないことがあ
る。たとえば、電力制限状態は、関連する基地局によって制限されているキャリアのため
の送信電力に関係し得る。この制限は、ＰCMAX,cとして知られ得、ここで、ｃはキャリア
のインデックスである。場合によっては、たとえば、ＵＥ１１５－ａがあらゆるキャリア
上で同時に送信するとは限らないので、ＰCMAX値の合計は、端末の最大送信電力、ＰTMAX

を超え得る。異なるデータチャネルの送信のための電力、たとえば、物理アップリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信電力、ＰPUCCH,c、および物理アップリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）送信電力、ＰPUSCH,cは、最初に、独立したアルゴリズムによって決定さ
れ得る。しかしながら、インデックスｃをもつ各キャリアのための送信電力は、ＰCMAX,c

に制限され得、すべてのキャリアのための合計送信電力は、ＰTMAXに制限され得る。
【００３９】
　[0053]１つまたは複数のチャネルのための送信電力、たとえば、ＰPUCCH、およびＰPUS

CHが、ＰCMAXまたはＰTMAXのいずれかを超える場合、ＵＥ１１５－ａは電力制限状態にあ
り得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ａは、基地局（たとえば、基地局１０５－ａ）へ
のＵＬ送信に関して電力制限状態にあり得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ａは、ある
基地局（たとえば、基地局１０５－ａ）へのＵＬ送信に関して電力制限状態にあるが、別
の基地局（たとえば、１０５－ｂ）への送信のために電力制限状態にないことがある。電
力制限のステータスは、ＵＥ１１５－ａがＳＲＳを送信するかどうかに影響を及ぼし得る
。
【００４０】
　[0054]ＳＲＳは、所定のシーケンス（たとえば、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンス）を
使用してＵＥ１１５－ａによって送信され得、基地局１０５がＵＬチャネル品質を推定す
ることを可能にする。ＳＲＳ送信は、別のチャネル上でのデータの送信に関連付けられな
いことがあり、広帯域幅（たとえば、ＵＬデータ送信のために割り振られたものよりも多
くのサブキャリアを含む帯域幅）上で周期的に送信され得る。ＳＲＳは、複数のアンテナ
ポート上でもスケジュールされ得、さらに、単一のＳＲＳ送信と見なされ得る。ＳＲＳ送
信は、タイプ０（等間隔に離間した間隔において周期的に送信される）ＳＲＳまたはタイ
プ１（非周期的）ＳＲＳにカテゴリー分類され得る。したがって、基地局１０５によって
ＳＲＳから集められたデータは、ＵＬスケジューラに通知するために使用され得る。基地
局１０５はまた、タイミング整合ステータスを検査し、ＵＥ１１５－ａに時間整合コマン
ドを送るためにＳＲＳを利用し得る。場合によっては、あるセル上でのＳＲＳの送信は、
別のセル上での他のＵＬ送信の送信電力に干渉するかまたはそれを利用し得る。したがっ
て、ＵＥ１１５－ａは、基地局１０５によってサポートされる１つまたは複数のセル上の
ＳＲＳ構成（たとえば、ＳＲＳ送信の送信電力をいつ送信、ドロップ、または低減すべき
かについてのルール）を決めるためのアルゴリズムを利用し得る。場合によっては、各基
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地局１０５のためのＳＲＳ構成は、他の基地局１０５のためのＳＲＳ構成から独立して決
定され得る。
【００４１】
　[0055]（たとえば、ＬＴＥリリース１０における）１つの例示的なＳＲＳ構成では、た
だ１つのＳＲＳ送信が、同じサブフレーム中の同じＵＬ送信シンボル期間（たとえば、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡシンボル）において同じセル上でＵＥ１１５－ａによって送信され得る。タ
イプ１送信（非周期ＳＲＳ）は、タイプ０（周期ＳＲＳ）に勝る優先度を付けられ得る。
サブフレーム中に、ＰＵＣＣＨ送信が、あるセル上でスケジュールされ、ＳＲＳが別のセ
ル上でスケジュールされる場合、ＵＥは、ＰＵＣＣＨフォーマットがＰＣｅｌｌ上で短縮
される場合にはＳＣｅｌｌ上でＳＲＳを送信し、ＰＵＣＣＨがＰＣｅｌｌ上で標準フォー
マットである場合にはＳＲＳをドロップし得る。ＰＵＳＣＨ送信がスケジュールされる場
合、ＵＥ１１５－ａは、同じセル上で構成されたセル固有ＳＲＳサブフレーム中のＰＵＳ
ＣＨ送信をレートマッチングし得る。ＵＥ１１５－ａは、ＰＵＳＣＨが異なるセル上で同
じシンボルにおいて送信される場合、ＳＲＳをドロップし得る。ＵＥ１１５－ａは、異な
るセル上で同じシンボル期間中に２つ以上のＳＲＳを送信し得る。
【００４２】
　[0056]（たとえば、ＬＴＥリリース１１における）別のＳＲＳ構成では、単一のＴＡＧ
で構成されたＵＥ１１５－ａは、ＳＲＳ送信およびＰＵＳＣＨ送信が同じシンボルにおい
て重複する場合にＳＲＳを送信しないことがある。ＵＥ１１５－ａが複数のＴＡＧで構成
される場合、以下の構成が適用され得る。ＳＲＳとＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨとが異な
るＴＡＧ上で同じシンボル期間中にスケジュールされる場合、ＵＥ１１５－ａは、それが
電力制限されない場合にはＳＲＳを送信し、それが電力制限される場合にはＳＲＳをドロ
ップし得る。２つのＳＲＳ送信が同じシンボル期間においてスケジュールされる場合、Ｕ
Ｅ１１５－ａは、電力制限されないときには両方を送信し、電力制限される場合にはＰｃ
ｍａｘ値が超えられないように等電力スケーリングを適用し得る。スケーリングは、他の
チャネル送信のための全電力を維持しながら、ＳＲＳを送信するために使用される電力を
低減することを含み得る。異なるセル上での２つのＳＲＳ送信が、第３のセル上でのＰＵ
ＣＣＨ送信またはＰＵＳＣＨ送信と競合する（およびそれらの送信が異なるＴＡＧに拡散
している）場合、ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１５－ａが電力制限される場合、Ｐｃｍａｘ
値が超えられないように（たとえば、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨに対して）他の電力ス
ケーリングを行う前にすべてのＳＲＳ送信をドロップし得る。しかしながら、ＵＥ１１５
－ａが電力制限されない場合、それは両方のＳＲＳを送信し得る。複数のＴＡＧで構成さ
れるとき、ＰＵＳＣＨ送信の最後のシンボルは、ＵＥ１１５－ａが同じセルにおいてサブ
フレーム中の周期ＳＲＳを送信するように構成される場合、ＳＲＳが電力制限によりドロ
ップされるかどうかにかかわらず、レートマッチングされ得る。
【００４３】
　[0057]デュアル接続性を用いたＳＲＳ送信の一例として、ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１
５－ａが第２のセル（またはキャリア）２２５－ｃのための電力制限状態にないという決
定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル２２５－ｃ上で第２の基地局１０５－ｂに
ＳＲＳを送信し、ＵＥ１１５－ａが第１のセル２２５－ａ上で電力制限状態にあるという
決定に基づいて、第１のセル（またはキャリア）２２５－ａのためのＳＲＳ送信をドロッ
プし得る。別の例では、ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１５－ａが第１のセル２２５－ａ上で
電力制限状態にあるという決定に基づいて、第１のセル２２５－ａのための送信電力（た
とえば、ＳＲＳ送信または別の送信）をスケーリングし得る。場合によっては、ＵＥ１１
５－ａは、ＵＥ１１５－ａが第２のセル２２５－ｃ上で電力制限状態にあるという決定に
基づいて、第２のセル２２５－ｃのための送信電力（たとえば、ＳＲＳ送信または別の送
信）をスケーリングし得る。第１のセル２２５－ａまたは第２のセル２２５－ｃが電力制
限状態にあると決定することは、第１のセル２２５－ａのためのスケジューリングされた
送信または第２のセル２２５－ｃのためのスケジューリングされた送信に基づき得る。そ
れらのスケジューリングされた送信は、同じ時間期間のあいだにスケジュールされ得る。
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いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａが第１のセル２２５－ａまたは第２のセル２２５－ｃ
のための電力制限状態にあると決定することは、シンボル期間のあいだ重複チャネル（た
とえば、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を分析することを含み得る。シンボル期間は、ス
ケジューリングされた送信のための時間期間を含み得る。場合によっては、第１の基地局
１０５－ａおよび第２の基地局１０５－ｂは、異なるＴＡＧ中にあり得る。
【００４４】
　[0058]別の例では、ＵＥ１１５－ａは、ＵＥ１１５－ａが接続されるすべての基地局１
０５のためのＳＲＳ送信構成（たとえば、送信、ドロッピングおよびスケーリングルール
）を一様に決定し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、すべてのキャリアのための単一の
電力制限ステータスを決定し、その単一の電力制限ステータスに基づいてＳＲＳ送信を送
信、ドロップ、またはスケーリングし得る。
【００４５】
　[0059]図３Ａに、本開示による、デュアル接続性シナリオにおける同期ＳＲＳタイミン
グの例示的な図３０１を示す。図３０１は、ＭＣＧ３０５－ａとＳＣＧ３０５－ｂとにグ
ループ化されるＵＥ１１５（図１および図２）のためのＵＬセルを表し得る。ＭＣＧ３０
５－ａは、１つのサブフレームの時間期間について表され、第１の基地局１０５（図１お
よび図２）へのＵＬ送信のために使用される、２つのセル、３１０－ａおよび３１０－ｂ
を含み得る。ＳＣＧ３０５－ｂは、第２の基地局１０５（図１および図２）へのＵＬ送信
のために使用される２つのセル、３１０－ｃおよび３１０－ｄを含み得る。この例では、
周期ＳＲＳ送信は、ＭＣＧ３０５－ａとＳＣＧ３０５－ｂとの間で同期され得る。したが
って、周期ＳＲＳ送信３１５－ａおよび３１５－ｂは、ＭＣＧ３０５－ａのための（たと
えば、時分割複信ＴＤＤ動作におけるＵＬパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ）中の
）最後のシンボル期間において送信され得、周期ＳＲＳ送信３１５－ｃおよび３１５－ｅ
は、ＳＣＧ３０５－ｂのための最後から２つ目のスロット中にスケジュールされる。
【００４６】
　[0060]ＳＲＳ衝突が（たとえば、図３Ｂに示されているように）非同期動作中にセルグ
ループにわたって同時に起こることを、常に予想されるとは限らないことがあり、同期動
作においてでさえ、ＳＲＳ衝突は図３Ａに示されているようにセルグループにわたって起
こらないことがある。したがって、ＳＲＳ電力スケーリングまたはドロッピングは、特定
のシンボルにおける実際のチャネル重複（たとえば、ＳＲＳ、ＰＵＣＣＨ、またはＰＵＳ
ＣＨ重複）に基づいて、シンボルごとに達成され得る。たとえば、ＳＲＳ３１５－ｄは、
セル３１０－ｃ上で最後のシンボルスロット中で送信された非周期ＳＲＳを表す。したが
って、たとえば、ＵＥ１１５がＭＣＧ３０５－ａを介した送信のために電力制限される場
合、ＳＲＳ送信３１５－ａおよび３１５－ｂのための電力は低減され得る。同時に、ＵＥ
１１５がＳＣＧ３０５－ｂを介した送信のために電力制限されない場合、ＳＲＳ３１５－
ｄは、電力スケーリングなしに送信され得る。さらに、異なるシンボル期間において送信
されるＳＲＳ送信３１５－ｃおよび３１５－ｅは、ＳＲＳ送信３１５－ａ、３１５－ｂ、
および３１５－ｄから独立して送信、ドロップまたは電力スケーリングされ得る。言い換
えれば、ＳＲＳ送信３１５－ａ、３１５－ｂ、および３１５－ｄのＳＲＳ衝突は、ＳＲＳ
送信３１５－ｃおよび３１５－ｅとセルグループにわたって同時に起こらない。したがっ
て、ＳＲＳをドロップすべきなのかＳＲＳ送信をスケーリングすべきなのかを含む電力制
限決定は、特定のシンボルにおける実際のチャネル重複などに基づいて、シンボルごとに
実行され得る。
【００４７】
　[0061]図３Ｂに、本開示による、デュアル接続性シナリオにおける非同期ＳＲＳタイミ
ングと、ＳＲＳ送信がセルグループにわたって不整合され得る様々な例との例示的な図３
０２を示す。図３０２は、ＭＣＧ３０５－ｃとＳＣＧ３０５－ｄとにグループ化されるＵ
Ｅ１１５（図１および図２）のためのＵＬセルを表し得る。ＭＣＧ３０５－ｃは、１つの
サブフレームの時間期間について表され、第１の基地局１０５（図１および図２）へのＵ
Ｌ送信のために使用される、２つのセル、３１０－ｅおよび３１０－ｅを含み得る。ＳＣ
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Ｇ３０５－ｄは、第２の基地局１０５（図１および図２）へのＵＬ送信のために使用され
る２つのセル、３１０－ｇおよび３１０－ｈを含み得る。１つのサブフレームの時間期間
がＳＣＧ３０５－ｄについても表されるが、ＳＣＧ３０５－ｄはＭＣＧ３０５－ｃと同期
されないことがある。したがって、サブフレームは同時に開始しないことがある。したが
って、周期ＳＲＳ送信３１５－ｆおよび３１５－ｇが、ＳＣＧ３０５－ｄのための周期Ｓ
ＲＳ送信３１５－ｈおよび３１５－ｉと同じである、ＭＣＧ３０５－ｃのための（サブフ
レームの開始に対する）シンボル期間において送信され得る場合でも、それらは同時に送
信されないことがある。したがって、ＳＲＳ構成は、シンボルごとに計算され得る、たと
えば、１つのシンボル期間持続する各間隔中に他のチャネル送信とのＳＲＳ送信の実際の
重複またはＳＲＳの実際の重複があるかどうかに基づいて計算され得る。
【００４８】
　[0062]図４Ａに、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信す
るかまたはそれに優先度を付けるためのワイヤレス通信の方法４０１の一例を示すフロー
チャートを示す。図４Ａは、ＳＲＳ送信、ドロッピング、またはスケーリングが、どのよ
うに異なる基地局１０５（図１および図２）に関連するセルについて独立して行われ得る
のかについての一例を示し得る。ブロック４０５において、ＵＥ１１５（図１および図２
）は、デュアル接続性プロシージャを使用して、第１の基地局１０５の第１のセルおよび
第２の基地局１０５の第２のセルとの接続を確立する。ブロック４１０において、ＵＥ１
１５は、それが（たとえば、１つまたは複数の基地局に向けて）セルのいずれか上で電力
制限されているかどうかを決定し得る。そうでない場合、ブロック４１５において、ＵＥ
１１５は、ＳＲＳが第１のセルおよび第２のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を選択し得
る。しかしながら、ＵＥ１１５がいずれのセル上でも電力制限されていない場合でも、場
合によっては、ＳＲＳはスケジュールされないことがある。したがって、ＳＲＳがスケジ
ュールされる場合、ＳＲＳは送信され得る。
【００４９】
　[0063]ＵＥ１１５が少なくとも１つのセルに関して電力制限されている場合、ブロック
４２０において、ＵＥ１１５は、それが第１のセルのために電力制限されているかどうか
を決定し得る。場合によっては、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５への送信のための電
力制限に基づいて、第１のセルのために電力制限され得る。そうでない場合、ＵＥ１１５
は第２のセルのために電力制限され得、ブロック４２５において、ＵＥ１１５は、ＳＲＳ
が第１のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を選択し得、独立したＳＲＳ構成が第２のセル
のために選択され得、それに基づいてＳＲＳ送信がドロップまたはスケーリングされ得る
。
【００５０】
　[0064]ＵＥ１１５が第１のセルに関して電力制限されている場合、ブロック４３０にお
いて、ＵＥ１１５は、第２のセルも電力制限されているかどうかを決定し得る。第２のセ
ルが電力制限されていない場合、ブロック４３５において、ＵＥ１１５は、ＳＲＳが第２
のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を選択し得、独立したＳＲＳ構成が第１のセルのため
に選択され得る。たとえば、ブロック４３５において、ＳＲＳ送信を第１のセル上でドロ
ップまたはスケーリングする。
【００５１】
　[0065]ＵＥ１１５が、ブロック４３０において決定されるように第２のセルに関しても
電力制限されている場合、ＳＲＳ構成は各セルのために選択され得、ブロック４４０にお
いて、ＳＲＳ送信を、電力制限に基づいて、第１のセルと第２のセルの両方上でドロップ
またはスケーリングする。
【００５２】
　[0066]図４Ｂに、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信す
るかまたはそれに優先度を付けるためのワイヤレス通信の方法４０２の一例を示すフロー
チャートを示す。図４Ｂは、ＳＲＳ送信、ドロッピング、またはスケーリングが、電力借
用（power borrowing）を使用して、どのように異なる基地局１０５に関連するセルにつ
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いて独立して行われ得るのかについての一例を示し得る。電力借用は、使用されるべき第
１のセル上での送信のために最初に割り振られた電力を第２のセル上での送信のために使
用することを指すことがある。たとえば、ＵＥ１１５は第１のセルに関して電力制限され
るが、第２のセルに関して電力制限されないことがある。さらに、第２のセル上での送信
のために割り振られたかまたはそのために利用可能な電力は、第２のセル上での送信のた
めの十分な電力ならびに第１のセル上での送信のために使用、または「借用」され得る余
剰電力があるように、十分であり得る。たとえば、ブロック４４５において、ＵＥ１１５
は、デュアル接続性プロシージャを使用して、第１の基地局１０５の第１のセルおよび第
２の基地局１０５の第２のセルとの接続を確立する。ブロック４５０において、ＵＥ１１
５は、それがセルのいずれか上で電力制限されているかどうかを決定し得る。そうでない
場合、ブロック４５５において、ＵＥ１１５は、ＳＲＳが電力スケーリングなしに第１の
セルおよび第２のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を選択し得る。しかしながら、ＵＥ１
１５がいずれのセル上でも電力制限されていない場合でも、場合によっては、ＳＲＳはス
ケジュールされないことがある。したがって、ＳＲＳがスケジュールされる場合、ＳＲＳ
は送信される。
【００５３】
　[0067]ＵＥ１１５が少なくとも１つのセルに関して電力制限されている場合、ブロック
４６０において、ＵＥ１１５は、それが第１のセルのために電力制限されているかどうか
を決定し得る。場合によっては、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５への送信のための電
力制限に基づいて、第１のセルのために電力制限され得る。そうでない場合、ＵＥ１１５
は第２のセルのために電力制限され得、ブロック４６５において、ＵＥ１１５は、ＳＲＳ
が第１のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を選択し得、独立したＳＲＳ構成が第２のセル
のために選択され得、それに基づいてＳＲＳ送信がドロップまたはスケーリングされ得る
。
【００５４】
　[0068]ＵＥ１１５が第１のセルに関して電力制限されている場合、ブロック４７０にお
いて、ＵＥ１１５は、第２のセルも電力制限されているかどうかを決定し得る。ＵＥ１１
５が第２のセルのために電力制限されていない場合、ブロック４７５において、ＵＥ１１
５は、余剰電力が利用可能であるかどうかを決定し得る。たとえば、余剰電力は、電力制
限されていないセルまたは基地局１０５への送信のために当初割り振られたかまたは利用
可能にされた電力から入手可能であり得る（すなわち、第１のセルのために第２のセルか
ら電力が「借用」され、ブロック４５５に示されているように、第１のセルと第２のセル
の両方上でのＳＲＳ送信を可能にし得る）。場合によっては、余剰電力は、特定のセル上
でまたは基地局に送信するために指定されていない電力である。余剰電力が利用可能であ
る場合、場合によっては、その電力は、第１のセルの電力制限を克服するために使用され
得る（たとえば、電力は、第１のセルによって「借用」され得る）。この場合、ブロック
４５５に従って、ＵＥ１１５は、ＳＲＳが、ＵＥ１１５が第１のセルのために電力制限さ
れたという最初の決定にもかかわらず第１のセルおよび第２のセル上で送信され得るＳＲ
Ｓ構成を選択し得る。ブロック４７０において、ＵＥ１１５が第２のセルのために電力制
限されている場合、ＵＥ１１５は、ブロック４８０において、第１および第２のセル上で
電力をドロップまたはスケーリングする。場合によっては、第２のセルはまた、第２のセ
ルに関してＵＥの電力制限を克服するために電力を借用し得る（たとえば、方法４０２に
示されているように、第１のセルおよび第２のセルの役割は反転させられ得る）。
【００５５】
　[0069]十分な電力が第１のセルの電力制限を克服するために利用可能でない場合、ブロ
ック４８５において、ＵＥ１１５は、ＳＲＳが第２のセル上で送信され得るＳＲＳ構成を
選択し得、独立したＳＲＳ構成が第１のセルのために選択され得、それに基づいてＳＲＳ
送信が第１のセル上でドロップまたはスケーリングされ得る。
【００５６】
　[0070]ＵＥ１１５が第２のセルに関しても電力制限されている場合、ブロック４８０に
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おいて、ＳＲＳ構成が各セルのために選択され得、それに基づいてＳＲＳ送信が第１のセ
ルと第２のセルの両方上でドロップまたはスケーリングされ得る。したがって、基地局は
、第１のセルと第２のセルの両方が電力制限されており、ＵＥ１１５がすべてのセルにわ
たって電力制限されている場合、電力スケーリングを実行し得る。
【００５７】
　[0071]図５に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信す
ることおよび／またはそれに優先度を付けることをサポートするＵＥ１１５－ｂのブロッ
ク図５００を示す。ＵＥ１１５－ｂは、図１～図２を参照しながら説明したＵＥ１１５の
１つまたは複数の態様の一例であり得、図３～図４を参照しながら説明した方法およびシ
ステムの態様を組み込み得る。ＵＥ１１５－ｂは、受信機５０５と、デュアル接続性モジ
ュール５１０と、送信機５１５とを含み得る。ＵＥ１１５－ｂはプロセッサをも含み得る
。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。ＵＥ１１５－ｂは、図４Ａ
および図４Ｂを参照しながら説明した方法４０１または４０２を実装するように構成され
得る。
【００５８】
　[0072]ＵＥ１１５－ｂの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
で実行するように適応された少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用い
て、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の
他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る。他
の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集
積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラ
マブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユ
ニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向け
プロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を
用いて実装され得る。
【００５９】
　[0073]受信機５０５は、パケット、ユーザデータ、および／または様々な情報チャネル
（たとえば、制御チャネル、データチャネルなど）に関連付けられた制御情報などの情報
を受信し得る。情報は、デュアル接続性モジュール５１０に、およびＵＥ１１５－ｂの他
の構成要素に受け渡され得る。
【００６０】
　[0074]デュアル接続性モジュール５１０は、第１の基地局の第１のセルおよび第２の基
地局の第２のセルとのコンカレント接続を確立するように構成され得る。デュアル接続性
モジュール５１０はまた、ＵＥ１１５－ｂが時間期間のあいだ第１のセルに関する電力制
限状態にあると決定することと、ＵＥ１１５－ｂが時間期間のあいだ第２のセルに関する
電力制限状態にないと決定することとを行うように構成され得る。デュアル接続性モジュ
ール５１０は、ＵＥ１１５－ｂが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にな
いという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の第２の基地局にＳＲＳを送
信するように構成され得る。デュアル接続性モジュール５１０はまた、ＵＥ１１５－ｂが
第１のセルに関する電力制限状態にあるという事実にもかかわらず、第１のセル上でのＳ
ＲＳの送信のために第２のセルから電力を借用するように構成され得る。
【００６１】
　[0075]送信機５１５は、ＵＥ１１５－ｂの他の構成要素から受信された１つまたは複数
の信号を送信し得る。たとえば、送信機５１５は、ＳＲＳ送信と、ＰＵＣＣＨ送信と、Ｐ
ＵＳＣＨ送信とを送信するように構成され得る。いくつかの例では、送信機５１５は、ト
ランシーバモジュールにおいて受信機５０５とコロケートされ得る。送信機５１５は単一
のアンテナを含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００６２】
　[0076]図６に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信す
ることまたはそれに優先度を付けることをサポートするＵＥ１１５－ｃのブロック図６０
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０を示す。ＵＥ１１５－ｃは、図１～図５を参照しながら説明したＵＥ１１５の１つまた
は複数の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、受信機５０５－ａ、デュアル接続性
モジュール５１０－ａ、および／または送信機５１５－ａを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは
プロセッサをも含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。デ
ュアル接続性モジュール５１０－ａは、接続モジュール６０５と、電力制限モジュール６
１０と、ＳＲＳモジュール６１５とをも含み得る。
【００６３】
　[0077]ＵＥ１１５－ｃの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
で実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて
実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（または
コア）によって、ＩＣ上で実行され得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の
様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラ
ットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユ
ニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向け
プロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を
用いて実装され得る。
【００６４】
　[0078]受信機５０５－ａは、デュアル接続性モジュール５１０－ａに、およびＵＥ１１
５－ｃの他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。デュアル接続性モジュール５
１０－ａは、図５を参照しながら上記で説明した動作を実行するように構成され得る。送
信機５１５－ａは、ＵＥ１１５－ｃの他の構成要素から受信された１つまたは複数の信号
を送信し得る。
【００６５】
　[0079]接続モジュール６０５は、第１の基地局１０５の第１のセルおよび第２の基地局
１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立するように構成され得る。場合によって
は、第１の基地局１０５および第２の基地局１０５は、理想的でないバックホールリンク
１３４を用いて互いに接続され得る。いくつかの例では、第１の基地局１０５は（たとえ
ば、ＭＣＧのための）マスタ基地局であり得、第２の基地局１０５は（たとえば、ＳＣＧ
のための）２次基地局であり得る。
【００６６】
　[0080]電力制限モジュール６１０は、ＵＥ１１５－ｃが時間期間のあいだ第１のセルに
関する電力制限状態にあるかどうかを決定するように構成され得る。電力制限モジュール
６１０はまた、ＵＥ１１５－ｃが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制限状態にあ
るかどうかを決定するように構成され得る。いくつかの例では、ＵＥが電力制限状態にあ
り得ると決定することは、シンボル期間（たとえば、時間期間）の間重複チャネルを分析
することを含みであり得る。電力制限モジュール６１０はまた、第１のスケジューリング
された送信または第２のスケジューリングされた送信に基づいて、第１のセルまたは第２
のセルが時間期間のあいだ電力制限状態にあると決定するように構成され得る。
【００６７】
　[0081]ＳＲＳモジュール６１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに関する電力制
限状態にないという決定に、完全にまたは部分的に基づいて、第２のセル上の第２の基地
局にＳＲＳを送信するように構成され得る。いくつかの例では、第１のセルが第１のタイ
ミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり得、第２のセルが第２のＴＡＧ中にあり得る。
【００６８】
　[0082]図７に、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信する
ことまたはそれに優先度を付けることをサポートするデュアル接続性モジュール５１０－
ｂのブロック図７００を示す。デュアル接続性モジュール５１０－ｂは、図５～図６を参
照しながら説明したデュアル接続性モジュール５１０の１つまたは複数の態様の一例であ
り得る。デュアル接続性モジュール５１０－ｂは、接続モジュール６０５－ａと、電力制
限モジュール６１０－ａと、ＳＲＳモジュール６１５－ａとを含み得る。これらのモジュ
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ールの各々は、図６を参照しながら上記で説明した機能を実行し得る。電力制限モジュー
ル６１０－ａは、電力伝達モジュール７０５と、スケジューリングモジュール７１０とを
も含み得る。ＳＲＳモジュール６１５－ａは、ＳＲＳドロッピングモジュール７１５と、
電力スケーリングモジュール７２０とをも含み得る。
【００６９】
　[0083]デュアル接続性モジュール５１０－ｂの構成要素は、適用可能な機能の一部また
は全部をハードウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、
個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の
処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数のＩＣ上で実行され得る。他の例
では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回
路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセ
ミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１
つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマッ
トされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７０】
　[0084]電力伝達モジュール７０５は、第１のセルへの割振りのために余剰電力を借用す
べきかどうかを決めるように構成され得る。電力伝達モジュール７０５はまた、余剰電力
の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに十分であると決定するように構成
され得る。電力伝達モジュール７０５は、いくつかの例では、（たとえば、送信機５１５
と協調して）余剰電力の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに十分である
という決定に基づいて、時間期間において第１のセル上の第１の基地局にＳＲＳを送信す
るように構成され得る。追加または代替として、電力伝達モジュール７０５は、余剰電力
の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに不十分であると決定するように構
成され得る。場合によっては、電力伝達モジュール７０５は、（たとえば、ＳＲＳドロッ
ピングモジュール７１５または電力スケーリングモジュール７２０と協調して）余剰電力
の量が第１のセルに関する電力制限状態を克服するのに不十分であるという決定に基づい
て、時間期間において第１の基地局へのＳＲＳ送信をドロップまたはスケーリングするよ
うに構成される。いくつかの例では、余剰電力は、最初に、第２の基地局への送信のため
に指定され得る。代替的に、余剰電力は、特定の基地局への送信のために指定されないこ
とがある。
【００７１】
　[0085]スケジューリングモジュール７１０は、時間期間中の第１のセルのための第１の
スケジューリングされた送信と時間期間中の第２のセルのための第２のスケジューリング
された送信とを識別するように構成され得る。次いで、スケジューリングモジュール７１
０は、その期間中に送信重複があるかどうかを決定するように構成され得る。たとえば、
スケジューリングモジュールは、ＳＲＳ送信とＰＵＣＣＨ送信またはＰＵＳＣＨ送信とが
同じシンボル期間において重複するかどうかを決定し得る。
【００７２】
　[0086]ＳＲＳドロッピングモジュール７１５は、第１のセルのためのＳＲＳ送信をドロ
ップするように構成され得、これは、ＵＥ１１５が第１のセル上で電力制限状態にあると
いう決定に基づき得る。ＳＲＳドロッピングモジュール７１５はまた、たとえば、電力制
限状態に基づいて、ＳＲＳ送信をドロップするように構成され得る。場合によっては、Ｓ
ＲＳ送信のための電力スケーリングは、すべてのセルにわたって一様である。
【００７３】
　[0087]電力スケーリングモジュール７２０は、第１のセルのための送信電力をスケーリ
ングするように構成され得、これは、ＵＥが第１のセル上で電力制限状態にあるという決
定に基づき得る。電力スケーリングモジュール７２０はまた、第１のセルのための送信電
力と第２のセルのための送信電力とをスケーリングするように構成され得、これは、電力
制限状態に基づき得る。場合によっては、第１のセルのための送信電力および第２のセル
のための送信電力は、同じ値だけスケーリングされる。
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【００７４】
　[0088]図８に、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信する
ことまたはそれに優先度を付けることをサポートするシステム８００の図を示す。システ
ム８００は、図１～図７を参照しながら説明したＵＥ１１５－ｄの一例であり得る、ＵＥ
１１５－ｄを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、図５～図７を参照しながら説明したデュアル
接続性モジュールの一例であり得る、デュアル接続性モジュール８１０を含み得る。追加
または代替として、ＵＥ１１５－ｄは、キャリアアグリゲーションモジュール８２５を含
み得る。ＵＥ１１５－ｄは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するための構成
要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。
【００７５】
　[0089]キャリアアグリゲーションモジュール８２５は、キャリアアグリゲーションのた
めにＵＥ１１５－ｄを構成することが可能であり得る。たとえば、キャリアアグリゲーシ
ョンは、ＵＥ１１５－ｄが２つ以上の周波数範囲を使用して基地局１０５と通信するとき
、または理想的なバックホールを有する複数の基地局（たとえば、１０５－ｄおよび１０
５－ｅ）と通信するときに使用され得る。基地局１０５－ｄおよび１０５－ｅが理想的で
ないバックホールを利用する場合、上記で説明したように、ＵＥ１１５－ｄはキャリアア
グリゲーションではなくデュアル接続性を利用し得る。
【００７６】
　[0090]ＵＥ１１５－ｄは、プロセッサモジュール８０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）８
２０を含む）メモリ８１５と、トランシーバモジュール８３５と、１つまたは複数のアン
テナ８４０とを含み得、それらは、それぞれ（たとえば、１つまたは複数のバス８４５を
介して）互いと直接または間接的に通信し得る。トランシーバモジュール８３５は、上記
で説明したように、（１つまたは複数の）アンテナ８４０あるいは１つまたは複数のワイ
ヤードまたはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信
するように構成され得る。たとえば、トランシーバモジュール８３５は、基地局１０５と
双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール８３５は、パケットを変
調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ８４０に与え、
（１つまたは複数の）アンテナ８４０から受信されたパケットを復調するように構成され
たモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは単一のアンテナ８４０を含み得るが、ＵＥ１１５
－ｄはまた、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアン
テナ８４０を有し得る。トランシーバモジュール８３５はまた、１つまたは複数の基地局
１０５と同時に通信することが可能であり得る。
【００７７】
　[0091]メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ８１５は、実行されるとプロセッサモジュール８０５に本明
細書で説明する様々な機能（たとえば、ＵＥ１１５－ｄがセルのために電力制限されるか
どうかを決定すること、ＳＲＳを送信、ドロップ、またはスケーリングすること、電力を
借用することなど）を実行させるように構成された命令を含んでいるコンピュータ可読、
コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード８２０を記憶し得る。代替的
に、ソフトウェア／ファームウェアコード８２０は、プロセッサモジュール８０５によっ
て直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）
コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。プロセッサモ
ジュール８０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、中央処理ユニッ
ト（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。
【００７８】
　[0092]図９に、本開示による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信する
かまたはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート９００を示す。フローチ
ャート９００の機能は、図１～図８を参照しながら説明したようにＵＥ１１５またはそれ
の構成要素によって実装され得る。いくつかの例では、フローチャート９００のブロック
は、図５～図８を参照しながら説明したようにデュアル接続性モジュールによって実行さ
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れ得る。
【００７９】
　[0093]ブロック９０５において、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５の第１のセルおよ
び第２の基地局１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立する。いくつかの例では
、ブロック９０５の機能は、図６を参照しながら上記で説明したように接続モジュール６
０５によって実行され得る。
【００８０】
　[0094]ブロック９１０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセルに
関する電力制限状態にあると決定する。いくつかの例では、ブロック９１０の機能は、図
６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され得る
。
【００８１】
　[0095]ブロック９１５において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに
関する電力制限状態にないと決定する。いくつかの例では、ブロック９１５の機能は、図
６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され得る
。
【００８２】
　[0096]ブロック９２０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセルに
関する電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の第
２の基地局にＳＲＳを送信する。いくつかの例では、ブロック９２０の機能は、図６を参
照しながら上記で説明したようにＳＲＳモジュール６１５によって実行され得る。
【００８３】
　[0097]図１０に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信
しおよび／またはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート１０００を示す
。フローチャート１０００の機能は、図１～図８を参照しながら説明したようにＵＥ１１
５またはそれの構成要素によって実装され得る。いくつかの例では、フローチャート１０
００のブロックは、図５～図８を参照しながら説明したように、デュアル接続性モジュー
ルによって実行され得る。フローチャート１０００において説明する方法はまた、図９の
フローチャート９００の態様を組み込み得る。
【００８４】
　[0098]ブロック１００５において、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５の第１のセルお
よび第２の基地局１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立する。いくつかの例で
は、ブロック１００５の機能は、図６を参照しながら上記で説明したように接続モジュー
ル６０５によって実行され得る。
【００８５】
　[0099]ブロック１０１０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセル
に関する電力制限状態にあると決定する。いくつかの例では、ブロック１０１０の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【００８６】
　[0100]ブロック１０１５において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないと決定する。いくつかの例では、ブロック１０１５の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【００８７】
　[0101]ブロック１０２０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の
第２の基地局にＳＲＳを送信する。いくつかの例では、ブロック１０２０の機能は、図６
を参照しながら上記で説明したようにＳＲＳモジュール６１５によって実行され得る。
【００８８】
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　[0102]ブロック１０２５において、ＵＥ１１５は、ＵＥが第１のセル上で電力制限状態
にあるという決定に基づいて、第１のセルのためのＳＲＳ送信をドロップまたはスケーリ
ングする。いくつかの例では、ブロック１０２５の機能は、図７を参照しながら上記で説
明したようにＳＲＳドロッピングモジュール７１５または電力スケーリングモジュール７
２０によって実行され得る。
【００８９】
　[0103]図１１に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信
しおよび／またはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート１１００を示す
。フローチャート１１００の機能は、図１～図８を参照しながら説明したようにＵＥ１１
５またはそれの構成要素によって実装され得る。いくつかの例では、フローチャート１１
００のブロックは、図５～図８を参照しながら説明したようにデュアル接続性モジュール
によって実行され得る。フローチャート１１００において説明する方法はまた、図９～図
１０のフローチャート９００～１０００の態様を組み込み得る。
【００９０】
　[0104]ブロック１１０５において、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５の第１のセルお
よび第２の基地局１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立する。いくつかの例で
は、ブロック１１０５の機能は、図６を参照しながら上記で説明したように接続モジュー
ル６０５によって実行され得る。
【００９１】
　[0105]ブロック１１１０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセル
に関する電力制限状態にあると決定する。いくつかの例では、ブロック１１１０の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【００９２】
　[0106]ブロック１１１５において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないと決定する。いくつかの例では、ブロック１１１５の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【００９３】
　[0107]ブロック１１２０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の
第２の基地局にＳＲＳを送信する。いくつかの例では、ブロック１１２０の機能は、図６
を参照しながら上記で説明したようにＳＲＳモジュール６１５によって実行され得る。
【００９４】
　[0108]ブロック１１２５において、ＵＥ１１５は、第１のセルへの割振りのために余剰
電力を借用すべきかどうかを決める。いくつかの例では、ブロック１１２５の機能は、図
７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０５によって実行され得る
。
【００９５】
　[0109]ブロック１１３０において、ＵＥ１１５は、余剰電力の量が第１のセルに関する
電力制限状態を克服するのに十分であると決定する。いくつかの例では、ブロック１１３
０の機能は、図７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０５によっ
て実行され得る。
【００９６】
　[0110]ブロック１１３５において、ＵＥ１１５は、余剰電力の量が第１のセルに関する
電力制限状態を克服するのに十分であるという決定に基づいて、時間期間において第１の
セル上の第１の基地局にＳＲＳを送信する。いくつかの例では、ブロック１１３５の機能
は、図７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０５によって実行さ
れ得る。
【００９７】
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　[0111]図１２に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信
しおよび／またはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート１２００を示す
。フローチャート１２００の機能は、図１～図８を参照しながら説明したようにＵＥ１１
５またはそれの構成要素によって実装され得る。いくつかの例では、フローチャート１２
００のブロックは、図５～図８を参照しながら説明したようにデュアル接続性モジュール
によって実行され得る。フローチャート１２００において説明する方法はまた、図９～図
１１のフローチャート９００～１１００の態様を組み込み得る。
【００９８】
　[0112]ブロック１２０５において、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５の第１のセルお
よび第２の基地局１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立する。いくつかの例で
は、ブロック１２０５の機能は、図６を参照しながら上記で説明したように接続モジュー
ル６０５によって実行され得る。
【００９９】
　[0113]ブロック１２１０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第１のセル
に関する電力制限状態にあると決定する。いくつかの例では、ブロック１２１０の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【０１００】
　[0114]ブロック１２１５において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないと決定する。いくつかの例では、ブロック１２１５の機能は
、図６を参照しながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され
得る。
【０１０１】
　[0115]ブロック１２２０において、ＵＥ１１５は、ＵＥが時間期間のあいだ第２のセル
に関する電力制限状態にないという決定に少なくとも部分的に基づいて、第２のセル上の
第２の基地局にＳＲＳを送信する。いくつかの例では、ブロック１２２０の機能は、図６
を参照しながら上記で説明したようにＳＲＳモジュール６１５によって実行され得る。
【０１０２】
　[0116]ブロック１２２５において、ＵＥ１１５は、第１のセルへの割振りのために余剰
電力を借用すべきかどうかを決める。いくつかの例では、ブロック１２２５の機能は、図
７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０５によって実行され得る
。
【０１０３】
　[0117]ブロック１２３０において、ＵＥ１１５は、余剰電力の量が第１のセルに関する
電力制限状態を克服するのに不十分であると決定する。いくつかの例では、ブロック１２
３０の機能は、図７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０５によ
って実行され得る。
【０１０４】
　[0118]ブロック１２３５において、ＵＥ１１５は、余剰電力の量が第１のセルに関する
電力制限状態を克服するのに不十分であるという決定に基づいて、時間期間において第１
の基地局へのＳＲＳ送信をドロップまたはスケーリングする。いくつかの例では、ブロッ
ク１２３５の機能は、図７を参照しながら上記で説明したように電力伝達モジュール７０
５によって実行され得る。
【０１０５】
　[0119]図１３に、様々な例による、デュアル接続性シナリオにおいてＳＲＳ送信を送信
しおよび／またはそれに優先度を付けるための方法を示すフローチャート１３００を示す
。フローチャート１３００の機能は、図１～図８を参照しながら説明したようにＵＥ１１
５またはそれの構成要素によって実装され得る。いくつかの例では、フローチャート１３
００のブロックは、図５～図８を参照しながら説明したようにデュアル接続性モジュール
によって実行され得る。
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【０１０６】
　[0120]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、第１の基地局１０５の第１のセルお
よび第２の基地局１０５の第２のセルとのコンカレント接続を確立する。いくつかの例で
は、ブロック１３０５の機能は、図６を参照しながら上記で説明したように接続モジュー
ル６０５によって実行され得る。
【０１０７】
　[0121]ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、時間期間中の第１のセルのための第
１のスケジューリングされた送信と時間期間中の第２のセルのための第２のスケジューリ
ングされた送信とを識別する。いくつかの例では、ブロック１３１０の機能は、図７を参
照しながら上記で説明したようにスケジューリングモジュール７１０によって実行され得
る。
【０１０８】
　[0122]ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、第１のスケジューリングされた送信
または第２のスケジューリングされた送信に少なくとも部分的に基づいて、第１のセルま
たは第２のセルが時間期間のあいだ電力制限状態にあると決定する。ＵＥ１１５は、いず
れかのセルが電力制限状態にあると決定すると、一方または両方のセルのためのＳＲＳ送
信をドロップまたはスケーリングし得る。場合によっては、スケーリングは、すべてのセ
ルにわたって一様である。いくつかの例では、ブロック１３１５の機能は、図６を参照し
ながら上記で説明したように電力制限モジュール６１０によって実行され得る。
【０１０９】
　[0123]フローチャート９００、１０００、１１００、１２００、および１３００の方法
は例示的な実装形態にすぎないこと、ならびに本方法の動作、およびステップは、他の実
装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに
留意されたい。
【０１１０】
　[0124]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説
明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すものではな
い。この説明にわたって使用される「例示的」または「例」という用語は、「例、事例、
または例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利
な」を意味しない。詳細な説明は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含
む。ただし、これらの技法は、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事
例では、説明した例の概念を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造
およびデバイスをブロック図の形式で示す。
【０１１１】
　[0125]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１２】
　[0126]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような
構成としても実装され得る。
【０１１３】
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　[0127]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請求の範囲内
に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセッサ、ハ
ードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組
合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はま
た、異なる物理ロケーションにおいて機能の部分が実装されるように分散されることを含
めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で
使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうち
の１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえ
ば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つの列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢ
またはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような
選言的列挙を示す。
【０１１４】
　[0128]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の非一時的媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体
の両方を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ
得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可
読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲ
ＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレー
ジ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデ
ータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、
汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスさ
れ得る、任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続も非一時的
コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、またはその他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、またはＤＳＬは、媒体の定義に含まれる。本明細書で
使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、
データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも非一時的コンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれる。
【０１１５】
　[0129]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
【０１１６】
　[0130]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２００
０、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭ
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Ａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。Ｉ
Ｓ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ば
れる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。Ｔ
ＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global S
ystem for Mobile Communications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステム
は、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evol
ved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６
（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線
技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニ
ケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部
である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）
は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnersh
ip Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢ
は、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partn
ership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明した技法
は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用
され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥシステムについて説明し、本明細書
の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可
能である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　前記ＵＥが時間期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決定するこ
とと、
　前記ＵＥが前記時間期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にないと決定す
ることと、
　前記ＵＥが前記時間期間のあいだ前記第２のセルに関する前記電力制限状態にないとい
う前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル上の前記第２の基地局にサウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信することと、
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて
、前記第１のセルのためのＳＲＳ送信をドロップすること、
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて
、前記第１のセルのための送信電力をスケーリングすること、
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記ＵＥが前記電力制限状態にあると決定することが、
　シンボル期間のあいだ重複チャネルを分析すること、ここにおいて、前記シンボル期間
が前記時間期間を備える、
　を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
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　　［Ｃ５］
　前記第１のセルへの割振りのために余剰電力を借用すべきかどうかを決めること、
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分であ
ると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分
であるという前記決定に基づいて、前記時間期間において前記第１のセル上の前記第１の
基地局にＳＲＳを送信することと、
　をさらに備える、［Ｃ５］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十分で
あると決定することと、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十
分であるという前記決定に基づいて、前記時間期間において前記第１の基地局へのＳＲＳ
送信をドロップまたはスケーリングすることと、
　をさらに備える、［Ｃ５］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１のセルが第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセル
が第２のＴＡＧ中にある、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記第１の基地局がマスタ基地局であり、前記第２の基地局が２次基地局である、［Ｃ
１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立することと、
　時間期間中の前記第１のセルのための第１のスケジューリングされた送信と前記時間期
間中の前記第２のセルのための第２のスケジューリングされた送信とを識別することと、
　前記第１のスケジューリングされた送信または前記第２のスケジューリングされた送信
に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルが前記時間期間の
あいだ電力制限状態にあると決定することと、
　を備える、方法。
　　［Ｃ１１］
　前記電力制限状態に基づいてＳＲＳ送信をドロップすること、
　をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記電力制限状態に基づいて、前記第１のセルのための送信電力と前記第２のセルのた
めの送信電力とをスケーリングすること、ここにおいて、前記第１のセルのための前記送
信電力および前記第２のセルのための前記送信電力が同じ値だけスケーリングされる、
　をさらに備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが前記電力制限状態にあると決定することが、
　シンボル期間のあいだ重複チャネルを分析すること、ここにおいて、前記シンボル期間
が前記時間期間を備える、
　を備える、［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記第１のセルが第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセル
が第２のＴＡＧ中にある、［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
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　前記第１の基地局がマスタ基地局であり、前記第２の基地局が２次基地局である、［Ｃ
１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立するための手段と、
　前記ＵＥが時間期間のあいだ前記第１のセルに関する電力制限状態にあると決定するた
めの手段と、
　前記ＵＥが前記時間期間のあいだ前記第２のセルに関する電力制限状態にないと決定す
るための手段と、
　前記ＵＥが前記時間期間のあいだ前記第２のセルに関する前記電力制限状態にないとい
う前記決定に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のセル上の前記第２の基地局にサウ
ンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信するための手段と、
　を備える、装置。
　　［Ｃ１７］
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて
、前記第１のセルのためのＳＲＳ送信をドロップするための手段
をさらに備える、［Ｃ１６］に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記ＵＥが前記第１のセルに関する前記電力制限状態にあるという前記決定に基づいて
、前記第１のセルのための送信電力をスケーリングするための手段
をさらに備える、［Ｃ１６］に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記ＵＥが前記電力制限状態にあると決定するための前記手段が、
　シンボル期間のあいだ重複チャネルを分析するための手段、ここにおいて、前記シンボ
ル期間が前記時間期間を備える、
を備える、［Ｃ１６］に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記第１のセルへの割振りのために余剰電力を借用すべきかどうかを決めるための手段
をさらに備える、［Ｃ１６］に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分であ
ると決定するための手段と、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに十分
であるという前記決定に基づいて、前記時間期間において前記第１のセル上の前記第１の
基地局にＳＲＳを送信するための手段と、
　をさらに備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記余剰電力の量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十分で
あると決定するための手段と、
　前記余剰電力の前記量が前記第１のセルに関する前記電力制限状態を克服するのに不十
分であるという前記決定に基づいて、前記時間期間において前記第１の基地局へのＳＲＳ
送信をドロップまたはスケーリングするための手段と
をさらに備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記第１のセルが第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセル
が第２のＴＡＧ中にある、［Ｃ１６］に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記第１の基地局がマスタ基地局であり、前記第２の基地局が２次基地局である、［Ｃ
１６］に記載の装置。
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　　［Ｃ２５］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の基地局の第１のセルおよび第２の基地局の第２のセルとのコンカレント接続を確
立するための手段と、
　時間期間中の前記第１のセルのための第１のスケジューリングされた送信と前記時間期
間中の前記第２のセルのための第２のスケジューリングされた送信とを識別するための手
段と、
　前記第１のスケジューリングされた送信または前記第２のスケジューリングされた送信
に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のセルまたは前記第２のセルが前記時間期間の
あいだ電力制限状態にあると決定するための手段と、
　を備える、装置。
　　［Ｃ２６］
　前記電力制限状態に基づいてＳＲＳ送信をドロップするための手段、
をさらに備える、［Ｃ２５］に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記電力制限状態に基づいて、前記第１のセルのための送信電力と前記第２のセルのた
めの送信電力とをスケーリングするための手段、ここにおいて、前記第１のセルのための
前記送信電力および前記第２のセルのための前記送信電力が同じ値だけスケーリングされ
る、
　をさらに備える、［Ｃ２５］に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記第１のセルまたは前記第２のセルが電力制限状態にあると決定するための前記手段
が、
　シンボル期間のあいだ重複チャネルを分析するための手段、ここにおいて、前記シンボ
ル期間が前記時間期間を備える、
　を備える、［Ｃ２５］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記第１のセルが第１のタイミング調整グループ（ＴＡＧ）中にあり、前記第２のセル
が第２のＴＡＧ中にある、［Ｃ２５］に記載の装置。
　　［Ｃ３０］
　前記第１の基地局がマスタ基地局であり、前記第２の基地局が２次基地局である、［Ｃ
２５］に記載の装置。
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